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順位
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　　　　　　　　　　　　中学男子団体戦 　　　　　　  ※全道中学選抜予選

　　　　　　　　　　　　中学女子団体戦 　　　　　　  ※全道中学選抜予選

中学団体戦（交流戦）
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②2-3
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◎日程・開催地

◎現行の日本卓球ルールを適用する

1.競技方法(団体戦)

＜全道予選＞

　・　4シングルス、1ダブルス（1・2・4・5ｼﾝｸﾞﾙｽ、３ダブルス）の6人制で行い、5セットマッチとする

　・　男子は各校1試合目は5番まで2試合目からは3勝した時点で終了とし、　女子はすべて5番まで行う

　・　シングルス・ダブルスともに重複して出場することはできない

＜交流戦＞

　・　4シングルス、1ダブルス（1・2・4・5S、３D）の4人以上で行い、3セットマッチとする

　・　オーダーはシングルスとダブルスを重複してもよいが、1・2番から1人、4・5番1人出すことができる

　・　試合はすべて5番まで行う

　※　結果は敗者チームが本部席に提出すること

　※　オーダー表は試合前、速やかに本部席に提出すること

2.競技方法(個人戦)

1．ルール概要

　・　試合は5セットマッチ、3セット先取で行う（代決は3セットマッチ）

　・　試合中はすみやかにレシーブ、サービスの姿勢をとり、みだりに時間をとらないこと

　・　ゲーム間の休憩時間はラケットをテーブルの上に置いておくこと

　・　タオルの使用はポイント合計が6の倍数時、セット間の休憩時間とする（感染対策上、手汗を拭く程度の使用はその限りでない）

　※　サービスは正規のサービスで試合を進めること

　　①手の平にボールをのせる　②投げる前に必ず静止する　③16㎝以上真上に上げる　④投げ上げる時に

　　　ボールが台の高さ以上である　⑤落下時にボールに打球　⑥打球の際、ボールを体の一部等で隠さない

２．ボール、ラバー、ラケットについて

　・　ラバーはラケット本体よりも大きかったり、小さかったりしないこと

３．服装について

　・　競技用服装は原則、白色以外の半袖、半ズボン(スコート)を着用、JTTA公認のウェアを着用することが望ましい

　・　ゼッケンは原則日卓協指定のものまたは、規定サイズのものを背中に付けること

４．試合の進行、アドバイス等について

　・　試合でコールされた選手は速やかにコートに入りゲームを行うこと(ゲーム前のラリーは30秒以内とする)

　・　ゲーム間の休憩、アドバイスは30秒以内とする（厳守）

　・　ゲーム進行中のアドバイスは一般の部を除き禁止とする

５．その他

　・　審判は基本、敗者審判を適用する。ただし1試合目は審判長が指名した者が審判を行う

（試合終了後、敗者が審判からﾊﾞｲﾝﾀﾞｰを受け取り、速やかに本部席に持って行き次ｹﾞｰﾑの審判を行う）

　・　本大会はタイムアウト制を適用しない

※下線の項目は留萌卓球協会が適用するものであり、全道・全国大会では適用しないものがあります。

対象 出場枠

道新杯全道中学選抜大会
12月27日(火）～28日(水)

中学団体の部(交流戦除く) 男女各1校
札幌市

◇　全道大会の開催地と代表枠　◇

※本大会の代表枠決定の基準は、優勝校が出場権を得ることができるが出場を辞退した場合は順次繰り下げることとする

◇　競 技 上 の 注 意　◇
（第32回金澤杯争奪卓球大会適用）

大会名 日程・開催地

　・　公認マークの付いたラケット、ラバーを使用すること。マークのないものを使用する場合はあらかじめ審判長の許可を受けること

（基本、1人審判となるが、ルール、カウント等、判断が困難な場合は2人審判で行うこと）

  ※飲食（食事等）は密を避け小体育室を利用してください

  ※ゴミは各自お持ち帰りください（厳守）

  ※状況に応じ途中試合を中断し換気を行います。しかし、会場内は高温で 換気が十分にとれないことが
　　予想されます。定期的に屋外に出るなどして自主的に感染予防・熱中症予防など体調管理に努めてください



2022.11.3　金澤杯卓球大会

留萌卓球協会

新型コロナウイルス感染症対策へのご協力について

日本卓球協会並びに北海道卓球連盟の新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインを参考に、遵守い
ただき、大会に参加、応援をお願いします。

◎　来場者（選手・引率者・応援者）のみなさま

□ 以下の症状がある場合は、来場を見合わせてください

◎  選手・引率者のみなさま

□ 試合の合間にボールの交換、卓球台の消毒を行います。ご協力をお願いします

□ 試合前後の審判・対戦相手との「握手」はやめ、礼にとどめましょう

□ 試合後のチーム同士のハイタッチなども避けましょう

　　・　平熱を超える発熱(37 度 5 分以上)がある場合

　　・　咽頭痛・倦怠感・臭覚や味覚異常などの症状のある場合

　　・　家族や身近な知人に感染が疑われる場合

□ 来場者（選手・引率者除く）は必ず備え付けの名簿に居住管内、氏名を記入してください

□ 応援中・試合中・飲食中以外はマスク着用してください

□ 自主的に人との距離をできるだけ確保してください

□ ボールに息を吹きかけたり、手汗など台上やシューズ裏で拭いたりしないようにしましょう

□ 汗が卓球台に落ちた時は、備え付けの消毒液や布巾を利用してください

※大会終了後 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、速やかに報告してください

(濃厚接触者の有無等についても確認します)

報告先:留萌卓球協会　副理事長 鹿内　090-5076-2454

□ こまめな手洗い、指消毒を心がけましょう(マイタオル、ハンカチを使用してください)

□ 大きな声で応援・会話は避けてください。　拍手はOKです


